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産総研における研究開発評価産総研における研究開発評価
-- アウトカムの視点からの研究ユニット評価アウトカムの視点からの研究ユニット評価 --

平成平成1199年年33月月11日日（木）（木）

独立行政法人独立行政法人 産業技術総合研究所産業技術総合研究所
理事・評価部長理事・評価部長

小林直人小林直人

Evaluation of R&D in AISTEvaluation of R&D in AIST
-- Evaluation of Research Units from the Evaluation of Research Units from the 

Outcome Point of ViewOutcome Point of View
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長期的政策推進・課題解決のための研究

基盤的研究

先端的研究

環境

エネルギー

資源

地質・海洋

計量標準・計測

バイオ
情報・通信
エレクトロニクス

材料・ナノテク
機械・ものづくり

第二種の基礎研究を軸とした
本格研究

世界が持続的発展可能な社会になるための貢献として、

①先端技術・革新技術による産業競争力強化と新産業創出

②国が自ら取り組むべき困難で長期的な課題の解決

③地質の調査や計量標準の普及・供給、 を実施

研究所のミッション

産業技術総合研究所のミッション産業技術総合研究所のミッション

理事長 吉川弘之



3

知識の発見・解明を目指す研究を｢第１種基礎研究｣、異なる分野の知識を幅広く選択、

融合・適用する研究を｢第２種基礎研究｣と定義し、第２種基礎研究を軸に第１種基礎研

究から“製品”化に至る同時的・連続的な研究を｢本格研究｣として推進。

本格研究本格研究
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監 事

フェロー

運営諮問会議

技術情報部門

産学官連携部門

知的財産部門

国際部門

研究業務推進部門

能力開発部門

財務会計部門

研究環境整備部門

〔研究拠点〕
北海道センター
東北センター
つくばセンター
臨海副都心センター
中部センター
関西センター
中国センター
四国センター
九州センター

ＴＬＯ
産総研イノ
ベーションズ

理 事 長
副理事長･理事

評価部
環境安全管理部

先端情計算センター

特許生物寄託センター

企画本部 業務推進本部

研究センター(2９)）

研究部門（21）

研究ラボ（７）

監査室

研究コー
ディネータ

顧 問 参 与

ベンチャー開発戦略研究センター

広報部

計量標準管理センター

地質調査情報センター

産業技術総合研究所の組織（Ｉ）
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１．研究センター（２９研究センター）
○特定の課題解決に向けた短期集中的研究展開（３～７年）
○研究資源（予算、人、スペース）の優先投入
○研究ユニット長の強いリーダーシップとトップダウン型マネージメント

２．研究部門（２１部門）

○ 中長期観点から研究を進める研究ユニット

○ 研究ユニット長のシナリオ設定とボトムアップ型テーマ設定

３．研究ラボ（７研究ラボ）

○ 機動的・時限的研究推進

○ 研究センター等への展開を目指す（２～３年で見直し）

１．研究センター（２９研究センター）
○特定の課題解決に向けた短期集中的研究展開（３～７年）
○研究資源（予算、人、スペース）の優先投入
○研究ユニット長の強いリーダーシップとトップダウン型マネージメント

２．研究部門（２１部門）

○ 中長期観点から研究を進める研究ユニット

○ 研究ユニット長のシナリオ設定とボトムアップ型テーマ設定

３．研究ラボ（７研究ラボ）

○ 機動的・時限的研究推進

○ 研究センター等への展開を目指す（２～３年で見直し）

産業技術総合研究所の組織（Ⅱ）



6（平成18年７月1日現在）

H18.7.1 組織改正

研究ユニット数：5７

ライフサイエンス

情報通信・エレクトロニクス

ナノテクノロジー・材料・製造

環境・エネルギー

地質、標準・計測

研究センター (29) 研究部門 (21)

生命情報科学、生物情報解析、
ヒューマンストレスシグナル、糖鎖工学、
年齢軸生命工学、バイオニクス、
健康工学

人間福祉医工学、脳神経
情報、生物機能工学、
セルエンジニアリング、
ゲノムファクトリー

次世代半導体、グリッド、デジタル
ヒューマン、近接場光応用工学、
システム検証、情報セキュリティ

情報技術、知能システム、
エレクトロニクス、光技術

強相関電子技術、デジタルものづく
り、界面ナノアーキテクトニクス、ダイ
ヤモンド、ナノカーボン

ナノテクノロジー、計算科学、
先進製造プロセス、
サステナブルマテリアル

化学物質リスク管理、ライフサイ
クルアセスメント、パワーエレクト
ロニクス、爆発安全、太陽光発電、
コンパクト化学プロセス、固体高
分子形燃料電池先端基盤、バイオ
マス、水素材料先端科学

エネルギー技術、環境管理
技術、環境化学技術、
ユビキタスエネルギー

メタンハイドレート

深部地質環境、活断層

計測標準、地質情報、
地圏資源環境、
計測フロンティア

研究ラボ (7)

（16 ﾕﾆｯﾄ）

（11 ﾕﾆｯﾄ）

（9 ﾕﾆｯﾄ）

（14 ﾕﾆｯﾄ）

（ 7 ﾕﾆｯﾄ）

分野別の研究ユニット配置

実環境計測・診断

シグナル分子、 創
薬シーズ探索、器
官発生工学、バイオ
セラピュ－テイック

超高速光信号処理デ
バイス

赤字は平成18年4月以降設置されたもの
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情報通信・エレ
クトロニクス

16%
ナノテクノロジー
・材料・製造23%

環境・エネルギー

地質
11% ライフサイエンス

18%
標準・計測

15%

（平成18年4月1日現在）

産総研の総職員数 3,209名
研究職員 2,505名
事務職員 704名

他役員 11名

産総研の総職員数 3,209名
研究職員 2,505名
事務職員 704名

他役員 11名

<人員>

17%

研究分野別研究職員構成

産学官連携制度等による
研究員等受け入れ実績数

・ポスドク 約650名
・企業から 約800名
・大学から 約2,000名
・その他法人から 約950名
・海外からの研究者数 約850名

（平成17年度受入延べ数）

産学官連携制度等による
研究員等受け入れ実績数

・ポスドク 約650名
・企業から 約800名
・大学から 約2,000名
・その他法人から 約950名
・海外からの研究者数 約850名

（平成17年度受入延べ数）

産総研産総研 人員構成人員構成
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評価部

報告

研究関連・管理部門等評価
（隔年度）

研究ユニット評価

評価

・資源配分
・組織設計
・業務改善等

意見・評価
資料提出等

経済産業省
独立行政法人
評価委員会
（産総研部会）

提出

機関評価

中期計画

中期目標
経済産業省

（産総研）

評価
意見・評価
資料提出等

成果評価
（隔年度）

スタートアップ評価
（設立時）

研究ユニット

理事長

産総研の産総研の組織評価システム組織評価システム

研究関連・管理部門等
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評価の趣旨評価の趣旨
評価結果を活用することにより、評価結果を活用することにより、

研究ユニットの研究活動の研究ユニットの研究活動の活性化、効率化活性化、効率化を図を図り、り、研究ユニット運営研究ユニット運営
に反映に反映させるさせる。。

産総研の産総研の経営に資する経営に資するデータの提供や提言データの提供や提言を行を行い、い、マネジメントへのマネジメントへの
反映を促す反映を促す。。

独法評価委員会や国民に対する独法評価委員会や国民に対する説明責任説明責任を果たす。を果たす。
産総研の産総研の活動を公開活動を公開し、し、透明性の確保透明性の確保とと理解理解を得る。を得る。

評価の観点評価の観点
研究の研究の質的観点質的観点からの評価からの評価及び及び本格研究の観点本格研究の観点からの評価からの評価を推進する。を推進する。

またまた産総研戦略との関連性産総研戦略との関連性を重視する。を重視する。

研究ユニット評価の趣旨と観点研究ユニット評価の趣旨と観点



10

アウトプットアウトプット：：研究開発の研究開発の直接的な成果。直接的な成果。例えば、論文発表、例えば、論文発表、
特許出願、規格原案の提出など特許出願、規格原案の提出など。。

アウトカムアウトカム ：：アウトプットが活用されてもたらされる社会・経済的なアウトプットが活用されてもたらされる社会・経済的な

効果。効果。例えば、製品化、世界標準の設定、新たな研例えば、製品化、世界標準の設定、新たな研
究分野の開拓など。究分野の開拓など。研究の実質的な価値の側面。研究の実質的な価値の側面。

インプットインプットインプット アウトプットアウトプットアウトプット アウトカムアウトカムアウトカム インパクトインパクトインパクト

・予算・予算

・人員・人員
・装置・装置
・その他・その他

・・論文論文発表発表
・・特許特許申請申請
・・地質図幅作成地質図幅作成
・・標準作成標準作成
・・ソフトウエア作成ソフトウエア作成
・・プロセス開発プロセス開発

・・データベース作成データベース作成

・・製品製品普及普及
・・研究分野創出研究分野創出

・サービス・サービス
・省エネルギー・省エネルギー
・・リスク管理リスク管理
・・災害軽減災害軽減
・産業振興・産業振興

・知識波及・知識波及

・・ GDPGDP増加増加

・雇用創出・雇用創出

・国際競争力・国際競争力
・生活の質の向上・生活の質の向上
・地球環境保全・地球環境保全
・安心・安全な社会・安心・安全な社会
・広範囲の利益・広範囲の利益

アウトプットとアウトカムアウトプットアウトプットととアウトカムアウトカム

受け手受け手受け手

・・ユーザーユーザー
・・共同研究者共同研究者

・受益者・受益者

アウトカムとは何か？アウトカムとは何か？
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①：実現されたアウトカムの評価
②：アウトカム実現に向けたシナリオ・ロードマップの評価
③：アウトカム実現への寄与が想定されるアウトプットの評価
④：アウトカム実現に向けたマネージメントの評価

①①：実現されたアウトカムの評価：実現されたアウトカムの評価
②②：アウトカム実現に向けたシナリオ・ロードマップの評価：アウトカム実現に向けたシナリオ・ロードマップの評価
③③：アウトカム実現への寄与が想定されるアウトプットの評価：アウトカム実現への寄与が想定されるアウトプットの評価
④④：アウトカム実現に向けたマネージメントの評価：アウトカム実現に向けたマネージメントの評価

過去のアウトプット過去のアウトプット過去のアウトプット

期待される将来の
アウトカム

期待される将来の
アウトカムアウトカム

現在の研究現在の研究過去過去 未来未来

①① ：：実現したアウトカム実現したアウトカム

②② ：ロードマップ：ロードマップ

③③ ：アウトプット：アウトプット
④④ ：マネージメント：マネージメント

成果評価では ②：ロードマップ,③：アウトプット,および ④：マネージメントについて
スタートアップ評価では ②：ロードマップおよび ④：マネージメントについて評価する。

（産総研研究評価検討委員会（中間まとめ）より）（産総研研究評価検討委員会（中間まとめ）より）

アウトカムの視点からの評価アウトカムの視点からの評価
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報告書

＜外部委員＞
各重点課題のロードマップ、
アウトプットを中心に評価

＜＜外部委員外部委員＞＞
各重点課題のロードマップ、各重点課題のロードマップ、
アウトプットアウトプットを中心を中心に評価に評価

＊ロードマップ評価
＊アウトプット評価
＊マネジメント評価
＊その他特記事項

＊ロードマップ評価＊ロードマップ評価
＊＊アウトプットアウトプット評価評価
＊マネジメント評価＊マネジメント評価

＊その他特記事項＊その他特記事項

評価資料・プレゼンテーション
＊アウトカム実現のためのロードマップ
（課題全般と重点課題）

＊アウトプット
＊研究ユニットのマネジメント

評価資料・プレゼンテーション評価資料・プレゼンテーション
＊アウトカム実現のためのロードマップ＊アウトカム実現のためのロードマップ
（課題全般と重点課題）（課題全般と重点課題）

＊アウトプット
＊研究ユニットのマネジメント＊研究ユニットのマネジメント

コメント・評点による評価コメントコメント・評点・評点による評価による評価

研究分野戦略研究分野戦略研究分野戦略

理事長理事長理事長

研究ユニット研究ユニット研究ユニット
＜内部委員＞

マネジメント及び課題全般の
ロードマップを中心に評価

＜＜内部委員内部委員＞＞
マネジメント及び課題全般のマネジメント及び課題全般の
ロードマップを中心ロードマップを中心にに評価評価

外部外部

評価部評価部評価部

反映（研究資源配分等）

成果評価成果評価

成果成果評価の概要評価の概要
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研究目標の質的観点を重視し、
研究遂行計画の妥当性を総合的に評価する。

対象：課題全般及び個々の重点課題＊のロードマップ

項目とそのポイント：目標とするアウトカムの明確さ、
・アウトカムに至るマイルストーン、研究ユニットのコア技術、
克服すべき技術要素、ベンチマークの明確さ等

分担：
外部委員：各重点課題のロードマップを主に担当（評点、コメント）する。
内部委員：全般のロードマップを主に担当（評点、コメント）する。

研究目標の質的観点を重視し、研究目標の質的観点を重視し、
研究遂行計画の妥当性を総合的に研究遂行計画の妥当性を総合的に評評価する。価する。

対象対象：：課題全般課題全般及び及び個々の重点課題個々の重点課題＊＊のロードマップのロードマップ

項目とそのポイント項目とそのポイント：：目標とする目標とするアウトカムの明確さアウトカムの明確さ、、
・アウトカムに至る・アウトカムに至るマイルストーンマイルストーン、研究ユニットのコア技術、、研究ユニットのコア技術、
克服すべき克服すべき技術要素技術要素、、ベンチマークの明確さベンチマークの明確さ等等

分担：分担：
外部委員：外部委員：各重点課題のロードマップ各重点課題のロードマップを主に担当（評点、コメント）する。を主に担当（評点、コメント）する。
内部委員：内部委員：全般のロードマップ全般のロードマップを主に担当（評点、コメント）する。を主に担当（評点、コメント）する。

＊重点課題 ：第２期中期計画に記載されている研究課題。
評価にあたっては、研究の性格も考慮。

＊挑戦課題 ：中期計画には記されていないが、研究ユニットが重要と考える課題。例えば、
アウトカムにつながりそうな課題、萌芽的研究より一まわり大きい重点的な
課題等。１年限りのものでも良い。

＊＊重点課題重点課題 ：第２期中期計画に記載されている研究：第２期中期計画に記載されている研究課題課題。。

評価にあたっては、研究の性格も考慮。評価にあたっては、研究の性格も考慮。
＊＊挑戦課題挑戦課題 ：中期計画には記されていないが、研究ユニットが重要と考える課題。例えば、：中期計画には記されていないが、研究ユニットが重要と考える課題。例えば、

アウトカムにつながりそうなアウトカムにつながりそうな課題課題、萌芽的研究より一まわり大きい重点的な、萌芽的研究より一まわり大きい重点的な
課題等。１年限りのものでも良い。課題等。１年限りのものでも良い。

ロードマップ評価ロードマップ評価
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評価対象期間に得られたアウトプットがアウトカム創出に寄
与すると思われるかどうかを評価する。

対象：論文、招待講演、特許出願・登録、ベンチャー創出、
プロトタイプの製品、知的基盤、受賞、表彰等

基準：マイルストーンに示された目標、世界最高水準、
科学基盤的な研究にあっては国の整備計画等

分担：
外部委員：個別課題について、コメント、評点。

課題全般についてはコメントのみ。

内部委員：個別課題についてはコメントのみ。

課題全般について、コメント、評点。

評価対象期間に得られたアウトプットがアウトカム創出に寄評価対象期間に得られたアウトプットがアウトカム創出に寄
与すると思われるかどうかを与すると思われるかどうかを評評価する。価する。

対象対象：：論文、招待講演、特許出願・登録、ベンチャー創出、論文、招待講演、特許出願・登録、ベンチャー創出、
プロトタイプの製品、知的基盤、受賞、表彰プロトタイプの製品、知的基盤、受賞、表彰 等等

基準基準：：マイルストーンに示された目標、世界最高水準、マイルストーンに示された目標、世界最高水準、
科学基盤的な研究にあっては国の整備計画等科学基盤的な研究にあっては国の整備計画等

分担：分担：
外部委員：外部委員：個別課題について、コメント、評点。個別課題について、コメント、評点。

課題全般についてはコメントのみ。課題全般についてはコメントのみ。

内部委員：内部委員：個別課題についてはコメントのみ。個別課題についてはコメントのみ。

課題全般について、コメント、評点。課題全般について、コメント、評点。

アウトプット評価アウトプット評価
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本格研究の考え方及びその具体的な推進体制を、アウトカム
実現の観点から評価する。

項目：
１. 本格研究への取り組み
２. イノベーション創出への取り組み：知的財産の技術移転、標準化、研究開発コンソーシアム・

共同研究実施・国家プロジェクト等の立ち上げと推進等。

３. 人材育成の取り組み:研究ユニット内部人材育成、産業界の即戦力となる若い人材の育成 等
４. その他研究ユニット運営の取り組み

・全体運営の工夫・努力：研究ユニット長のリーダーシップ,ミッションの共有化、等

・予算運営の工夫・努力：費用対効果的視点からの予算運営、外部予算獲得の取り組み、等

・リスク管理:研究を遂行する上でのリスク管理。例えば、災害・事故、倫理等に関するリスク

分担：
外部委員：コメントのみ。
内部委員：コメント、評点。

本格研究の考え方及びその具体的な推進体制を、本格研究の考え方及びその具体的な推進体制を、アウトカムアウトカム
実現の観点から実現の観点から評価する。評価する。

項目：項目：
１１. . 本格研究への取り組み本格研究への取り組み

２２. . イノベーション創出への取り組み：イノベーション創出への取り組み：知的財産の技術移転、標準化、研究開発コンソーシアム・知的財産の技術移転、標準化、研究開発コンソーシアム・

共同研究実施・国家プロジェクト等の立ち上げと推進等共同研究実施・国家プロジェクト等の立ち上げと推進等。。

３３. . 人材育成の取り組み人材育成の取り組み::研究ユニット内部人材育成、産業界の即戦力となる若い人材の育成研究ユニット内部人材育成、産業界の即戦力となる若い人材の育成 等等

４４. . その他研究ユニット運営の取り組みその他研究ユニット運営の取り組み

・・全体運営全体運営の工夫・努力：の工夫・努力：研究ユニット長のリーダーシップ研究ユニット長のリーダーシップ,,ミッションの共有化、ミッションの共有化、等等

・・予算運営予算運営の工夫・努力の工夫・努力：：費用対効果的視点からの予算運営、外部予算獲得の取り組み、費用対効果的視点からの予算運営、外部予算獲得の取り組み、等等

・・リスク管理リスク管理::研究を遂行する上でのリスク管理。例えば、災害・事故、倫理等に関するリスク研究を遂行する上でのリスク管理。例えば、災害・事故、倫理等に関するリスク

分担：分担：

外部外部委員委員：コメントのみ：コメントのみ。。
内部委員：コメント、評点。内部委員：コメント、評点。

マネジメントマネジメント評評価価
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D C B A AA

目標とするアウトカムは明確に示され
たか。

課題の目標達成のためのマイルストー
ン、ユニットのコア技術、克服すべき
技術要素及びベンチマークが明確かつ
適切に示されたか。
また、それらはアウトカム創出に寄与
すると思われるか。

アウトプット評価

アウトカム実現に寄与すると思われる
アウトプットが得られているか。
・内容
・世界最高水準との比較
・副次的成果

同上 同上 同上 同上 同上

ユニット全体のロードマップ及びそれ
に基づく課題全般のロードマップ・ア
ウトプットの評価

同上 同上 同上 同上 同上 0.1

本格研究の考え方

注：A/B 等、中間の評点も認める。

総合評点
算出時の
重み

0.6
(課題の重
み考慮、挑
戦課題を除
く)

0.3

要
改
善

概
ね
適
切

適
切

卓
越
（

特
記
的
に
優
れ
て
い
る
）

同上 同上

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
（

内
部
委
員
）

同上 同上 同上

アウトカム実現に向けてのマネジメン
ト
・全体運営の工夫・努力
・研究運営の工夫・努力
・予算運営の工夫・努力
・人材配置の工夫・努力
・成果活用の工夫・努力
・その他の工夫・努力

ポリシーステートメ
ントに盛り込まれた
ユニット運営の状況

表１　評点基準

評点
評価項目 評価内容

課題全般評価（内部委員）

重
点
課
題
評
価
（

課
題
ご
と
・
外
部
委
員
）

ロードマップ評価

極
め
て
不
適
切

２．個別重点課題評価と重点課題総合点
・ ロードマップ評価とアウトプット評価を
算術平均する。
・ 各重点課題の重み付けを行い平均

する。

２．個別重点課題評価と重点課題総合点
・ ロードマップ評価とアウトプット評価を
算術平均する。
・ 各重点課題の重み付けを行い平均

する。

３．総合評点を算出する際の
各評価項目の重み付け
重点課題評価:       ６
課題全般評価： １
マネジメント評価: ３

３．総合評点を算出する際の
各評価項目の重み付け
重点課題評価:       ６
課題全般評価： １
マネジメント評価: ３

１．評価の数値化
評価 点数
AA：特記的に優れている ５
Ａ：適切 ４
Ｂ：概ね適切 ３
Ｃ：要改善 ２
Ｄ：極めて不適切 １

１．評価の数値化
評価 点数
AA：特記的に優れている ５
Ａ：適切 ４
Ｂ：概ね適切 ３
Ｃ：要改善 ２
Ｄ：極めて不適切 １

総合評点のみでの研究ユニット間の比較は行わない。総合評点のみでの研究ユニット間の比較は行わない。

成果評価の数値化と評点の算出成果評価の数値化と評点の算出
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総合評点＝ 重点課題総合点（外部委員） ×０．６
＋課題全般点（内部委員） ×０．１
＋ マネジメント評価点（内部委員） ×０．３

総合評点＝総合評点＝ 重点課題総合点重点課題総合点（外部委員）（外部委員） ××０．６０．６
＋＋ 課題全般点（内部委員）課題全般点（内部委員） ××０．１０．１
＋＋ マネジメント評価点マネジメント評価点（内部委員）（内部委員） ××０．３０．３

個別重点課題の評点（外部委員）からの重点課題総合点の算出方法
例: ４人の委員(P, Q, R , S)による３課題(I, II, III)の評価の場合

１）重点課題Ⅰに対する個別重点課題点（算術平均）

Ⅰ＝（ 「委員P,Q,R,Sによるロードマップ評点の算術平均」＋
「委員P,Q,R,Sによるアウトプット評点の算術平均」）／２

２）研究ユニットとしての重点課題総合点（Ｔ）（加重平均）
重点課題Ⅰの重み：１、重点課題Ⅱの重み：２、
重点課題Ⅲの重み：２ の場合

Ｔ＝（Ⅰ×１＋Ⅱ×２＋Ⅲ×２）／（１＋２＋２）

個別重点課題の評点（外部委員）からの重点課題総合点の算出方法
例: ４人の委員(P, Q, R , S)による３課題(I, II, III)の評価の場合

１）重点課題Ⅰに対する個別重点課題点（算術平均）

Ⅰ＝（ 「委員P,Q,R,Sによるロードマップ評点の算術平均」＋
「委員P,Q,R,Sによるアウトプット評点の算術平均」）／２

２）研究ユニットとしての重点課題総合点（Ｔ）（加重平均）
重点課題Ⅰの重み：１、重点課題Ⅱの重み：２、
重点課題Ⅲの重み：２ の場合

Ｔ＝（Ⅰ×１＋Ⅱ×２＋Ⅲ×２）／（１＋２＋２）

重点課題総合点の計算例と総合評点の算出式重点課題総合点の計算例と総合評点の算出式
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Q1 H17年度の研究ユニット評価は有益であったか？

Q2 一連の評価の作業にかけた労力の対価になっているか？

85%

15%
0%

有益

どちらとも言えない

害がある

85%

15%
0%

有益

どちらとも言えない

害がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H16

H15
有益
どちらとも言えない
害がある
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17

H16

H15
有益
どちらとも言えない
害がある
無回答

0% 50% 100%

H17

H16

H15
対価になっている
どちらとも言えない
労力が大きい
無回答

0% 50% 100%

H17

H16

H15
対価になっている
どちらとも言えない
労力が大きい
無回答

42%

31%

27%

対価になっている

どちらとも言えない

労力が大きい

42%

31%

27%

対価になっている

どちらとも言えない

労力が大きい

78%82%87%回収率

494226有効回答数

635130評価対象研究ユニット数

H15H16H17

研究ユニット評価：ユニット長アンケート調査結果研究ユニット評価：ユニット長アンケート調査結果
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するアドバイス

新センター等へ

研究センター

・産総研の看板

・時限的

研究センター

・産総研の看板

・時限的

研究部門

・技術ポテンシャルの発展

・継続的

研究部門

・技術ポテンシャルの発展

・継続的

研究ラボ

・研究センターの創出

・時限的

研究ラボ

・研究センターの創出

・時限的

中期計画
開始時評価

中期計画終了

ロードマップに対
するアドバイス

成果評価

ロードマップに対
するアドバイス

成果評価成果評価

成果評価 成果評価

ロードマップに対

成果評価

スタートアップ評価

中間評価 最終評価

期末評価

は組織見直しに関わる評価

中間評価

研究ユニット研究ユニット評価のインタバル例評価のインタバル例
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技術移転

ベンチャー創出

新産業創出

新市場創出

一定のシェア確保市場本格投入

アウトカム発生

サンプル出荷アイデア アウトプット

産総研の研究

既存企業、創出ベンチャーの

商品開発・営業努力

市場・社会の受容度・認知度

共同研究・技術移転
(試作開発・改良）

アウトカム創出パターン
(製品開発型)
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アウトカム創出パターン
（データベース提供型）

DBの構築

技術移転

ベンチャー創出 新産業創出
新市場創出

一定のシェア確保市場本格投入

アウトカム発生

サンプル出荷アイデア アウトプット

産総研の研究

システム開発 システム改良・データ集積

社会的認知
国際的認知

市場・社会の受容度・認知度

α版，β版等の提供 DBの外部一般公開 外部アクセスの拡大

創出ベンチャー等技術移転先による
システムの整備・運用

産総研によるシステムの整備・運用

データ等の相互提供
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技術課題技術課題
（達成目標）（達成目標）

2002 2002 20042004 2006  2006  20082008 20102010 20122012 20202020年年

基板基板

エピエピ

プロセスプロセス

実装実装
ﾃﾞﾊﾞｲｽ化ﾃﾞﾊﾞｲｽ化

ﾓｼﾞｭｰﾙ化ﾓｼﾞｭｰﾙ化

機器適用技術機器適用技術
応用機器応用機器応用機器

>数10µm/h

３インチ３インチ
SiCSiCウエハーウエハー

照明照明
照明 モータ電源モータ電源モータ電源

鉄道鉄道
鉄道

分散電源分散電源分散電源 大電力機器大電力機器大電力機器

汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ汎用ｲﾝﾊﾞｰﾀ

（ＦＥＴ）（ＦＥＴ） （ＩＧＢＴ）（ＩＧＢＴ） 技術移転
（共同研究）

技術移転技術移転
（共同研究（共同研究））

600V10A
600V10A

600V100A
600V100A 2.5kV100A

2.5kV100A

低ＥＭＩ

ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗﾃﾞﾊﾞｲｽ
ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗﾃﾞﾊﾞｲｽ

第１期中期計画第１期中期計画 第２期中期計画第２期中期計画

産総研の技術開発産総研の技術開発産総研の技術開発

超低損失電力素子の実用化超低損失電力素子の実用化
（従来の１０倍以上の性能）（従来の１０倍以上の性能）

低ＯＮ抵抗

４インチ４インチ ６インチ６インチ

エアコンエアコンエアコン

マルチエピ

Self Aliｇn 技術
バイポーラー 技術

酸化膜信頼性
プロセス低温化

耐熱耐熱 TjTj >250>250℃℃
ボンディボンディンングレスグレス

耐熱 ｺﾝﾃﾞﾝｻﾚｽ

超低損失電子機器のロードマップ超低損失電子機器のロードマップ（パワーエレクトロニクス研究センターより）（パワーエレクトロニクス研究センターより）

アウトカム実現へ向けたロードマップの例アウトカム実現へ向けたロードマップの例
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戦略的な研究評価とは？戦略的な研究評価とは？

◆研究開発の戦略策定と有効な推進◆◆研究開発の戦略策定と有効な推進研究開発の戦略策定と有効な推進

戦略的な研究評価；
組織の戦略的な研究開発を有効に進めるための

評価の設計と実践

戦略的な研究評価；
組織の戦略的な研究開発を有効に進めるための

評価の設計と実践

◆研究開発への研究評価の戦略的反映◆◆研究開発への研究評価の戦略的反映研究開発への研究評価の戦略的反映

◆研究評価の戦略的設計と実践◆◆研究評価の戦略的設計と実践研究評価の戦略的設計と実践
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産業の質的転換

理念を実現するための

シナリオ、ロードマップ

持続的発展可能な社会持続的発展可能な社会

イノベーションハブ戦略：

技術革新のための方策

・ライフサイエンス

・情報通信・エレクトロニクス

・ナノテクノロジー・材料・製造

・環境・エネルギー

・地質

・標準・計測

・技術情報

・産学官連携

・知財

・国際

・工業標準化

・広報

分野別研究戦略：

戦略目標、戦略課題、シナリオ

産総研第産総研第22期研究戦略の策定期研究戦略の策定
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評価部企画本部

理事長

研究ユニット群

研究コーディネータ

Ｉｎｐｕｔ Ｏｕｔｐｕｔ

提言

産総研における企画･実施と評価のサイクルの充実

助言申請

産総研における企画･実施と評価のサイクル

首席評価役

P

D

C

A
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ユニット評価ユニット評価
計画計画

マネジメントマネジメント

研究実施研究実施

PlanPlan ActionAction

DoDo

CheckCheck

研究組織評価の連環研究組織評価の連環

AA

PP

DD

CC

研究ユニット研究ユニット

産業技術総合研究所（理事長）産業技術総合研究所（理事長）

PP
独立行政法人評価委員会産総研部会独立行政法人評価委員会産総研部会

国会・総合科学技術会議国会・総合科学技術会議

PP

独立行政法人評価委員会独立行政法人評価委員会

AA

CC
CC

PP
CC

AA
総務省総務省

AA
経済産業省経済産業省

評価部評価部

企画本部企画本部
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組織としての戦略の確立

事前評価の重要性

アウトカムの視点からの評価

評価の反映

研究所のみの評価ではなく評価の連環が必要

組織としての戦略の確立

事前評価の重要性

アウトカムの視点からの評価

評価の反映

研究所のみの評価ではなく評価の連環が必要

「戦略的な研究評価の手法開発と活用の重要性」「戦略的な研究評価の手法開発と活用の重要性」

戦略的な研究評価の課題戦略的な研究評価の課題戦略的な研究評価の課題


